合意書
甲


　　　　　　　　　　　　　　　　
乙


　　　　　　　　　　　　　　　　
連帯保証人


　　　　　　　　　　　　

第１条　乙は甲に対し、乙が甲に在職中、下記合計　　　　　円の金銭を横領、着服したことを申告し、謝罪する。

	日付
	横領金額

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


第２条　乙は甲に対し、上記合計　　　　　　　円の支払義務があることを認める。

第３条　乙は甲に対し、前条の金員を以下の通り分割して支払う。

（１）平成　年　月　日限り、金　　　　　円
（２）平成　年　月から平成　年　月まで毎月末日限り、金　　　　　円
　　　　

第４条　前条の支払は甲の指定する口座への振込送金によるものとし、振込手数料は乙が負担する。

第５条　以下の場合には、乙は当然に期限の利益を喪失し、残債務全額に期限の利益を喪失した日の翌日から年１４．６％の遅延損害金を付加した額をただちに支払う。
　　　（１）第３条の分割払いを１回でも遅滞した場合
（２）乙が第三者から差押・仮差押・仮処分または強制執行を受けたとき、若しくは競売または破
産の申し立てがあったとき

（３）甲に事前に通知せずに、乙または連帯保証人が住所を移転したとき

第６条　乙は、甲に対し、第１条に記載するほかに、乙が甲から横領した金銭が存在しないことを誓約する。万が一、甲のその後の調査により、あらたな横領の事実が発覚したときは、乙は甲に対し、第３条による支払とは別に新たに判明した横領額の倍額をただちに甲に支払うものとする。

第７条　連帯保証人　　　　　　　は、第２条ないし第６条に基づく乙の甲に対する債務を連帯して保証する。
第８条　本合意に関する一切の紛争は甲の本社所在地を管轄する地方裁判所を第１審の専属的合意管轄とする。
本合意を証するためこの合意書を３通作成し、各自１通ずつ保有する。 

平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　甲　　住所　
　　　　　　　　　　　　　　社名　　　　　　　　　　　　　　　　印
代表取締役　　　　　　　　　　　　　　
乙　　住所

　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印

　（連帯保証人）　 住所
　　　　　　　　　　　　 氏名　　　　　　　　　　　　　 　印
